
令和５年４月１日現在

15 分団

0 分団

0 隊

0 部

0 班

1,356 人

886 人

862 人

24 人

716 人

0 人

170 人

0 人

100 人

3 人

97 人

27 人

18 人

13 人

746 人

7 台

2 台

81 台

3 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

0244-23-2511

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 福島県
所在地

〒975-8686

市町村名 南相馬市 福島県南相馬市原町区本町二丁目27番地

消防団事務所管 復興企画部危機管理課消防災害対策係 電話番号（直通） 0244-24-5232 FAX

消防団名 南相馬市消防団 メールアドレス kikikanri@city.minamisoma.lg.jp

組
織

分団数 ホームページURL https://www.city.minamisoma.lg.jp/portal/safety/bosai/1/5154.html

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数

実員数 ・南相馬市消防団では、消防庁発足の「消防団員の処遇等に関する検討会」の報
告内容等を踏まえ、団員本人の士気向上や消防団活動に対する家族等の理解を
図るため、令和４年度に年額報酬・出動報酬を改善しました。　　　　　　　　　　・令
和４年１１月には、団員の加入促進や消防団活動を広く市民に知っていただくこと
を目的とし、市内イベントでの広報活動を行いました。イベントでは、消防団募集チ
ラシ等を配布しながら、水消火器の体験、消防車両の展示、写真撮影を通じて消
防団のＰＲを実施。また消防庁が実施する消防団員入団促進キャンペーンの一環
として、吉本興業から派遣していただいた芸人とともに、イベントステージでもＰＲ
を行い、来場者に消防団の取り組みについて発信することができました。このよう
なイベントでのＰＲも含め、消防団という組織についての理解、若い人たちへの興
味・関心を持っていただくことにも力を入れて取り組んでいくことで、全国規模での
課題となっている若年層の団員確保に繋げていきたいと思います。

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和５年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害


